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全国一級水系の

汽水域環境類型化の試み
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１．研究のねらい

河川が海洋に到達する河口部には、淡水と海水

が混じり合う汽水域が形成される。汽水域では海

洋と河川の双方から潮汐、波浪、洪水、土砂供給

や汚濁負荷などの外力を受けた複雑な物理・化学

的現象が生じるため、これら外力の組み合わせに

より多様な環境特性が成立する。さらにこれに適

応した生物が生育・生息している。

河川汽水域環境はこの様に複雑かつ多様な上に

人為的攪乱を強く受けている場合が多いため、環

境保全を検討したとしても、その目標設定が困難

である。もし汽水域を環境特性で類型化すること

ができれば、同一類型の複数河川の中から人為的

改変の程度が異なる河川を選び比較することで、

特定の人為的改変の環境影響を評価できる可能性

がある。また、比較的人為的改変の少ない河川を

対照河川とすれば、同一類型の河川汽水域の環境

保全目標を相当客観的に設定することができるか

もしれない。このような動機付けから、汽水域環

境の特性を規定すると考えられる自然環境要素を

抽出し、全国河川汽水域の類型化を実施した。

２．全国109一級水系汽水域の物理環境類型化

汽水域環境を規定する物理環境指標として、河

川流量、河床勾配、潮汐差、波浪を取り上げて汽

水域環境の類型化を行った。指標選定の考え方に

ついては、既報１）を参照のこと。上記の指標に関

して主成分分析を行い、主成分と主成分得点を求

め、固有値が1以上の主成分について主成分得点を

対象としたクラスター分析を行うことで、汽水域

の類型化を行った。

平常時の指標値により5つに類型化された河川

汽水域の分布を図―1に示す。これは類型化の一例

であるが、潮汐がやや大きく太平洋側に広く分布

するグループ（潮汐Ⅰ型）、河川流量がやや多く

全国的に広く分布する流量Ⅰ型、潮汐が非常に大

きく有明、瀬戸内海の一部に分布する潮汐Ⅱ型、

河床勾配が大きく、北陸東海に分布する勾配型、

勾配が緩く流量が多い主に日本海側の大河川が該

当する流量Ⅱ型の5類型に分類できた。

図－１ 平常時の指標値による類型の全国分布

３．まとめ

今回の類型化により海洋の影響が大きい潮汐型

の汽水域では海水性や汽水性の魚類が多く分布し、

河川の影響が大きい流量型の汽水域では淡水性魚

類が多いという関連性が始めて明らかになった１）。

今後、さらに環境類型とその特性について検討し、

汽水域環境保全に資するものとしたい。
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１．はじめに

「津波」（Tsunami）「砂防」(Sabo)が英語と

して当たり前に使われていることは、ご存じだ

ろうか。今、日本の技術協力を通じて、「耐震」

（Taishin）と言う言葉が、スペイン語になろう

としている。

２．エルサルバドルにおける技術協力

2001年1月のエルサルバドル地震（死者約3000

人）では、低所得者層の住宅が大きな被害を受

け、2003年12月から5か年間のJICA技術協力「耐

震普及住宅の建築普及技術改善プロジェクト」

が実施された。エルサルバドルでは、マスコミ

でも「TAISHINプロジェクト」として取り上げら

れている。

途上国に多い泥を屋外で乾して固めたれんが

を用いるアドベ造や土とセメントを混ぜて固め

て焼成しないソイルセメント造など環境負荷を

できるだけ増やさずに耐震強化する実験研究プ

ロジェクトである。現在は、法令化、全国展開

による普及促進のための後続するプロジェクト

が行われている。

プロジェクトはとても順調で、建築研究所・

国際地震工学研修で専門知識を徹底的にたたき

込まれた元研修生がプロジェクトのキーパーソ

ンとなり、また、南南協力としてメキシコ人専

門家（やはり元研修生）が側方からも指導して

くれている。

３．ニカラグアにおける技術協力

1972年のマナグア地震（死者約5000人）では

市中心部の大部分が破壊され、現在もその地区

の復興の目途はたっておらず、その後も地震が

頻発しており、TAISHINプロジェクトの成果を踏

まえた「地震に強い住居建設技術改善プロジェ

クト」がJICA技術協力として2010年10月より開

始されている。これは、現地の建設資材を考慮

して、低所得者にも入手可能な耐震性のある住

宅建設技術の開発が目的である。

2010年12月に現地を訪れた際、安価に調達で

きる軽石をコンクリート骨材として用い、より

低コストの住居を提供するのが現地の真の要望

であることが鮮明となったため、それに応える

技術支援をしたいと考えている。

先方にはエルサルバドルの場合のような元研

修生がいない、建築生産には詳しいが建築構造

には明るくない、日本人長期専門家が派遣され

ていない上、技術支援のハブとなる現地JICA事

務所に専門的知識のあるスタッフがいないなど

の難しさはあるが、TAISHINプロジェクトを通し

て成長した近隣国エルサルバドルのスタッフに、

今度は指導者としての役割を担ってもらうこと

としている。

４．おわりに

エルサルバドルでは、プロジェクトの中心と

して、また、メキシコからの指導者として、日

本で専門知識を身につけた元研修生が活躍して

いる。さらに、TAISHINプロジェクトを通して成

長したエルサルバドルのスタッフが今度は二カ

ラグアのプロジェクトの指導者となるなど技術

支援の輪がどんどん広がってきている。

エ ルサルバ ドルのプ ロジェク トサイ ト

（http://taishin.mop.gob.sv/）には、中南米

だけでなく、北米、ヨーロッパの先進国からも

アクセスが多いという。ぜひ、一度アクセスし

ていただければ幸いである。
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